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平成 ２９ 年 度第 １ 回 流山 市 史編 さん 審議 会 会議  

 

１  日時  平成 ２９ 年１ ２ 月２ １日 （木 ）  

午後 ２時 ０ ０分 から 午後 ４ 時０ ０分 まで  

 

２  場所  流山 市立 中央 図 書館 会議 室  

 

３  出席 者 等  

  （審 議 会委 員）  

相原 正義 会 長  山田 友治 副 会長  岡 村純 好 委員  

小川 浩 委 員  下 津谷 達男 委 員  原田 亮委 員  

堀部 昭夫 委 員  本間 直子 委 員  村田 一二 委 員  

  （事 務 局）  

   小 栗 図書 ・博 物館 長  玉 ノ井 博物 館 次長  

北澤 学芸 係 長  下柳 田司 書  

  （傍 聴 者）  

   な し  

 

４  議題  

  （１ ） 平成 ２９ 年度 市 史編 さん 事業 に つい て  

  （２ ）「 流 山 市史 研究 第 ２３ 号」 につ い て  

  （３ ）「 ふ る さと 流山 の あゆ み」 の増 刷 につ いて  

  （４ ） 今後 の市 史編 さ ん事 業に つい て  

  （５ ） その 他  

 

（玉 ノ井 次 長）  

 本 日は 大 変お 忙し い中 、お集 まり をい た だき まし て、誠 にあ り

がと うご ざ いま す。  

 本 日 、司 会 進 行を させ て いた だき ます 、 図 書・博物 館次 長 の 玉

ノ井 でご ざ いま す。 よろ し くお 願い いた し ます 。  

それ では 、ただ 今か ら、平 成２ ９年 度第 １ 回流 山市 市史 編 さん 審

議会 を開 催 いた しま す。  

 審 議会 の 議事 は公 開が 義 務づ けら れて お り、会議 録作 成 のた め、
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録音 させ て いた だき ます 。な お 、発 言 は挙 手 の 上、議 長よ り 指名

され てか ら お願 いい たし ま す。  

 会 議開 催 に先 立ち 、本 日配 付 した 資料 を 確認 させ てい た だき ま

す。ま ず、会 議次 第及 び委 員 名簿 各１ 部。会議 資 料 1 部。『 流 山市

史 研 究 』 ２ ３ 号 投 稿 原 稿 ３ 部 。 そ し て 『 ふ る さ と 流 山 の あ ゆ み 』

再版 修正 表 をお 手元 に配 布 して おり ます 。  

 こ こで 、本来 であ れば 教 育委 員会 を代 表 して 後田 教育 長・戸 部

生涯 学習 部 長か らご 挨拶 申 し上 げる とこ ろ です が、本日 は他 の 公

務と 重な っ てお り、 欠席 さ せて いた だき ま す。  

 代 わり に 、事 務局 長の 小 栗図 書・博物 館 長よ りご 挨拶 申 し上 げ

ます 。  

 

（小 栗事 務 局長 ）  

 図 書・博 物館 長の 小栗 で ござ いま す。本 日は ご参 集い た だき ま

して 、誠 に あり がと うご ざ いま す。  

 ま ず、本年 度 第１ 回の 会 議が １２ 月に な って しま いま し たこ と

をお 詫び 申 し上 げま す。誠 に申 し訳 ござ い ませ んで した 。本日 は

どう ぞよ ろ しく お願 い申 し 上げ ます 。  

 本 日は 、今 年 度の 市史 編 さん 事業 につ い て 、次号 の『流 山 市史

研究』に つい て、『ふる さ と流 山 のあ ゆみ 』に つ いて、そ れか ら 今

後の 市史 編 さん 事業 につ い てご 意見 を頂 戴 した いと 思い ま す。  

 ど うぞ よ ろし くお 願い い たし ます 。  

 

（玉 ノ井 次 長）  

 そ れで は 次第 に沿 って 進 めさ せて いた だ きま す。  

 初 めに 、流 山 市史 編さ ん 審議 会会 長か ら 御挨 拶を 頂戴 し たい と

思い ます 。 相原 会長 、お 願 いい たし ます 。  

 

（相 原）  

 皆 さん 、こ ん にち は 。１ ２ 月 、あ と １０ 日 し かあ りま せ んけれ

ども 何と か 頑張 って 、今 年 度、為す べき こ とは 仕上 げて い きた い

と思 いま す 。ご 協力 のほ ど 、よ ろし くお 願 いい たし ます 。  

 歴 史、あ るい は民 俗な ど 、必 ずし も成 果 が上 がる とい う よう な
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もの では な いの です ね。その 方 向を これ か ら私 たち が出 し てい っ

て、 流山 の 文化 を向 上さ せ てい きた いと 願 って いま す。  

直接 流山 に 関係 あり ませ ん けれ ども 、郷 土の 歴 史を 皆で つ くり あ

げて いく 例 とし て、松戸 市 幸谷 とい う町 の 例で すが 、最 近 こう い

う本 が出 ま して 、殿 様が ３ 人い た村 とい う こと で、有志 の 方 １ ０

名ほ どで 古 文書 を読 み解 い て、それ で渡 辺 尚志 先生 とい う 方が い

まし て、御 存じ の方 も多 い と思 いま すけ れ ども 、一 橋の 歴 史の 先

生で すね 。新 松 戸に お住 ま いで 、皆 が 研究 し た 、あ る いは 解 読し

たも のを １ 冊の 本に まと め られ まし た。私も 買 って 読み ま した け

れど も、大 変面 白い です 。具体 的に 、殿 様 とい うの は、 旗 本３ 人

が支 配し て いる わけ です 。ある いは 名主 と の関 係。ある い は村 人

同士 の関 係 。そ うい うこ と が具 体的 に書 か れて いる 。村 と いう の

はこ うい う ふう にで きて い るの かと 初め て わか りま して 、そ れ が

ごく 近く の 村だ とい うこ と であ った わけ で すね 。崙 書房 で出 し て

いる んで す 。  

こ の 間 白 井 市 に い る 友 達 か ら 電 話 が あ り ま し て 、 丸 の 内 の 丸 善 、

オア ゾビ ル にあ りま すけ れ ども 、あ そこ に 行き ます と、こ の本 が

渡 辺 先 生 の 本 何 冊 か と 一 緒 に 平 積 み に な っ て い る と い う こ と で

した 。い ろ いろ なと ころ か ら注 目さ れて い る。直接 我々 の 市史 編

さん とは 関 係な いか もし れ ませ んけ れど も、そ うい うこ と で流 山

の各 地域 、あ る いは 流山 全 体の 歴史 の研 究 が進 むと 良い な あと 思

って 皆さ ん にご 紹介 した わ けで す。  

今は 日暮 れ が早 いで すか ら 少し 急ぎ なが ら、成 果の ある 審 議会 に

した いな と 思い ます 。ご協 力 のほ ど、よ ろし く お願 いい たし ま す。 

 

（玉 ノ井 次 長）  

 相 原会 長 あり が と うご ざ いま す。  

「流 山市 市 史編 さん 審議 会 条例 」第 ５条 第 ３項 の規 程に よ り、会

議の 議長 は 会長 に務 めて い ただ くこ とと な って おり ます 。こ こ か

らは 相原 会 長に 進行 をお 願 いい たし ます 。  
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（相 原会 長 ）  

 そ れで は 、議 事進 行に 先 立ち 、事 務局 に 出席 委員 数の 報 告を 求

めま す。  

 

（北 澤係 長 ）  

 本 日の 会 議に つき まし て、委 員１ ０名 の とこ ろ９ 名と 過 半数 以

上 に 出 席 し て い た だ い て お り ま す の で 、「 流 山 市 史 編 さ ん 審 議 会

条例 」第 ６ 条第 ２項 によ り 、会 議が 成立 し てい るこ と を 申 し添 え

ます 。  

 な お、本 日欠 席の 清藤 委 員に つき まし て は、役員 をつ と めら れ

て い る 千 葉 県 博 物 会 協 会 の 役 員 会 が あ る と い う こ と で 欠 席 と の

ご報 告を 受 けて おり ます 。 以上 です 。  

 

（相 原会 長 ）  

 あ りが と うご ざい ます 。会議 成立 との こ とで すの で、次 第に よ

り議 事を 進 行さ せて いた だ きま す。  

 ま ず 、議 題（ １）平 成２ ９ 年 度市 史編 さ ん事 業実 施状 況 につ い

て、 事務 局 より 説明 を願 い ます 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 議 題（ １）平 成２ ８年 度 市史 編さ ん事 業 実施 状況 につ い てご 説

明い たし ま す。 資料 をご 覧 くだ さい 。  

 （ア ）古文 書解 読事 業は 、流 山市 に寄 贈・寄 託 され た古 文書 や 、

借用 した 古 文書 の解 読を 継 続し て進 め、流山 市 の歴 史を 明 らか に

する とい う 目的 で実 施し て いま す。  

 現 在、収 蔵点 数は ２７ ５ ５２ 点ご ざい ま して 、平 成２ ９ 年度 も

引き 続き 恩 田家 文書 の解 読 を進 めて いま す 。１１ 月 末 時点 で 、１，

３８ ５点 の 解読 を行 って お りま す。  

 （ イ ）市史 啓 発事 業に つ きま して は 、古 文 書 講座 を開 講 して い

ます 。古 文 書を 解読 しな が ら、あま り知 ら れて いな い江 戸 時代 に

つい ての 理 解を 深め る講 座 とし て実 施し ま す。講師 は、國 學院 大

學兼 任講 師 の種 村威 史 先 生 にお 願い して お りま す。  

 前 期を 計 ４回 、１ ０月 ７ 日、１０ 月２ １ 日、１１ 月４ 日 、１ １
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月１ ８日 に 実施 しま した 。参加 人数 は、４ 回合 計で 延べ １ ３５ 人

が参 加い た しま した 。今後 の 予定 とい たし ま して は、後 期と し て、

同じ く種 村 先生 を講 師に 迎 え 、１月 ２０ 日 、２ 月１ ７日 、３ 月３

日、３月 １ ７日 の計 ４回 講 座を 実施 する 予 定で おり ます 。以上 で

す。  

 

（相 原会 長 ）  

 何 かご 質 問は あり ます か 。  

 

（下 津谷 委 員）  

 古 文書 講 座、非常 に面 白 いテ ーマ でや っ てい るん です け れど も、

この 文書 は 流山 の文 書な の です か。それ とも よ その 文書 を 使っ て

いる の で す か。  

 

（下 柳田 司 書）  

 学 芸係 司 書の 下柳 田と 申 しま す。古文 書講 座 の事 務を 担 当し て

おり まし た ので 、私 の方 か らお 答え いた し ます が、前期 の 講座 に

つき まし て は流 山の 文書 は 使用 して おり ま せん 。種 村先 生が 用 意

して くだ さ った 幕府 の文 書 です とか 、そ うい っ たも のを 使 って お

りま した 。  

 後 期に つ きま して は、日光 社 参や 安政 の 大地 震と いっ た テー マ

で、 流山 の 古文 書も 使用 す る予 定で す。  

 

（下 津谷 委 員）  

 わ かり ま した 。  

 

（相 原会 長 ）  

 あ りが と うご ざい ます 。他に 何か あり ま すか 。１ 月か ら の講 座

では 流山 の 文書 を使 うと い うこ とで す ね 。  

 そ れで は ご意 見が 他に 無 いよ うで すの で 、議 題（ ２ ）流山 市 史

研究 第２ ３ 号に つい て、 事 務局 より 説明 を お願 いい たし ま す。  
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（北 澤係 長 ）  

 議 題（２ ）流 山市 史研 究 第２ ３号 につ い て 、状況 及び 今 後の 動

きに つい て 説明 した いと 思 いま す。資料 の３ ペ ージ をご 覧 くだ さ

い。  

 昨 年度 の 市史 編さ ん審 議 会後 、４ 月 に 、相 原 会長 と 、流 山 市 史

研究 、及 び 市史 刊行 につ い ての 打ち 合わ せ を行 って おり ま す。そ

の後 、今 年度 の 市史 編さ ん 審議 会の 日程 が 決ま った 後の １ ２月 １

５日 に、 再 度、 相原 会長 と の打 ち合 わせ を 行っ てお りま す 。  

会長 との 打 ち合 わせ の 中 で、流 山市 史研 究 ２３ 号の 刊行 に つき ま

して は、平成 ３ ０年 度前 半 での 刊行 に向 け て作 業を 進め る とい う

こと を相 談 して おり ます 。予算 につ いて は 、３ ０年 度予 算 に既 に

計上 済み に なっ てお りま す。発 行ま での 作 業工 程と いた し まし て、

本日 別刷 り でお 配り して い ます ３本 の投 稿 です けれ ども 、す で に

三人 の方 か ら原 稿を いた だ いて おり ます 。まず 、元 館長 の 川根 正

教氏 から 、「利 根 運河 謎の 写 真を 読む 」とい う 論文 が提 出さ れ てい

ま す 。 こ れ は 、 前 審 議 委 員 の 皆 様 に 目 を 通 し 査 読 し て い た だ き 、

修正 して 再 提出 され たも の にな りま す。  

 そ して 民 俗か らは 、今 回公 募 委員 を務 め られ てい ます 岡 村純 好

氏か ら、「 流山 市 の鍬  ― 測 図に よる 資料 表 示と 使用 方法 ― 」とい

うこ とで １ ０月 ２６ 日に 提 出さ れた もの で、今 回は 別刷 り にさ れ

たも のを 皆 様に お配 りし て おり ます 。  

 歴 史で は 、相原 会長 から 、「旧 水 戸街 道引 直 しと 向小 金新 田 村の

成立 」と い う原 稿を いた だ いて いま す。  

 現 在 ３ 本 の 原 稿 を い た だ い て い ま す が 、 今 後 の 方 針 と し て は 、

分野 ごと に とい うこ とで 、自 然 と考 古の 分 野か ら１ 本ず つ いた だ

くべ きで は ない かと いう こ と 。そし て 、巻 頭 の 言葉 とし て 、前審

議委 員の 小 疇先 生に 、「 流 山の 移 り変 わり 」と い うこ とで 、地 理・

地形 的な 変 化に つい ての 投 稿を して いた だ こう と思 いま す 。  

 そ して 、前回 の会 議で も お示 しし まし た が、市史 編さ ん の事 業

報告 が長 年 為さ れて いな い とい うこ とで 、事業 内容 や、古 文書 の

受贈 状況 等 の情 報を 掲載 す ると いう こと で 検討 して いま す 。  

 そ の他 の 候補 とし て、近 年流 山市 では 、新し く指 定に な った 市

指定 文化 財 です とか 国登 録 有形 とか いろ い ろ あ りま すが 、な か な
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かそ れを 刊 本的 なも のと し て機 会が あり ま せん ので 、今 回の ２ ３

号に 載せ る 方向 で検 討し て おり ます 。  

 現 在、今 年の ６月 に国 の 登録 有形 にな り まし た「 松ケ 丘 １号 型

街路 灯」と いう のが ござ い まし て、昭和 ３ １年 に松 ケ丘 団 地が で

き た 時 に 住 民 が 防 犯 灯 と し て 建 て た も の が 今 回 国 の 登 録 有 形 に

指定 され ま した ので 、そ ち らの 紹介 を予 定 して おり ます 。  

 歴 史 、民 俗 、自然 、考古 を 掲 載す るこ と と市 史の 事業 報 告を 掲

載す る予 定 でお りま す。資 料に 、流 山市 史 研究 一覧 を載 せ てい ま

す。平 成８ 年 第１ ３号 まで 、市 史編 さん 活動 事 業に 関す る報 告 が、

その 後２ ０ 年ほ ど、市史 編さ ん の事 業報 告 はさ れて おり ま せん の

で、 今後 は これ を掲 載す る とい うこ とで す 。  

私か らは 以 上で すが 、相 原 会長 、補 足が あ りま した らお 願 いい た

しま す。  

 

（相 原会 長 ）  

 今 事務 局 方か ら御 説明 が あり まし たよ う に、来年 度早 々 に出 し

たい 。予 算 は積 んで ある と 伺っ てい ます し 、あ とは 皆さ ん に原 稿

を読 んで い ただ いて 、ご指 摘 を 受け て直 す と 。 その 他 、新 し いこ

とを どう い う風 に組 み立 て てい くか とい う こと で、きょ う 、原 案

をい ただ き たい と思 いま す 。自 然 分 野で は 、２ ３号 に小 疇 先生 が

お書 きに な ると いう こと で すね 。  

 

（北 澤係 長 ）  

これ から お 願い しま す。  

 

（相 原会 長 ）  

これ から と いう こと であ れ ば、ここ で方 向 を決 めて いた だ けれ ば、

事務 局の 方 で 小 疇 先 生と 折 衝を する と。そ うい う方 向で す ね。そ

うす れば 、小疇 先生 は地 形 学が ご専 門で す ので 、自 然的 な 事を 原

稿で いた だ ける かな と。そ の他 、考 古学 と いう ふう に言 わ れま し

たけ れど も 、事 務局 側の 見 通し はど うで し ょう か。  

 

（北 澤係 長 ）  
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今の とこ ろ 具体 的に はあ り ませ んが 、隣 の発 掘 現場 から 出 てき た

葛飾 県庁 関 連の 、裁 判所 と書 か れた 墨書 の 磁器 を紹 介 で き れば と

いう ふう に 考え てお りま す。具 体的 には ま だ申 し上 げら れ ない の

です が、 何 か一 本上 げた い と思 いま す。  

 

（ 相 原会 長 ）  

論文 形式 で なく ても 、刊 本 でも いい と思 う ので すけ れど も ね。す

ぐ下 の発 掘 現場 、今 はま だ やっ てい るの で すか 。  

 

（北 澤）  

今は もう 終 了し てい ます 。今や って いる 工 事は 、新 しく 経 てる 建

物の 工事 を して いま す。  

 

（ 相 原会 長 ）  

２３ 号に つ いて はそ うい う こと です 。  

２番 目の 市 史刊 行に つい て とい うこ とで す が、私か ら、恩 田家 の

文 書 が 解 読 さ れ て い る と い う こ と だ っ た ら 目 録 を 出 さ れ て は ど

うか とお 話 しし たの です が 、聞 いて みた ら 、必 ずし も恩 田 家と し

ぼら ない で 解読 中だ とい う こと です ので 、そ の 辺が 問題 に なる か

なと 。  

（３ ）が も っと 難し いん で すけ れど も、流 山の 地質 とか 地 形と か

気候 とか 、そ う いう こと を 自然 編と して や られ たら どう か なあ と

思っ て提 案 した ので すけ れ ども 。  

最近 、市川 市 史 の自 然編 と いう のが 出て い ます 。自 然 の場 合 、必

ずし も 市 域 に限 って 研究 す る こ とが でき な い、もっ と広 が りを 持

って いる わ けで すけ れど も、そ れぞ れの 市 が 研 究を 発表 す るこ と

で こ の 地 域 全 体 の 豊 か な 研 究 成 果 が 出 て く る か な あ と 思 う の で

すね 。た だ めど が立 って い ない 、誰 に書 い てい ただ くか と いう 見

通し が不 足 して いる ので 、そう いう 点で 皆 さん から 、こ ん な人 に

当 た っ た ら ど う だ ろ う か と い う 御 意 見 な ど お 願 い し た い と 思 い

ます 。  

 

（小 栗館 長 ）  
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会長 、流 山 市史 研究 の２ ３ 号に つい て、一 度皆 さん から ご 意見 を

頂戴 した ら いか がか と思 い ます 。そ の後 、市 史 の方 だと 話 が重 い

よう なこ と にな りま すの で 。  

 

（相 原会 長 ）  

まず ２３ 号 とい うこ とで 切 って 、ご 意見 を いた だき たい と 。い か

がで しょ う か。  

 

（村 田委 員 ）  

質問 があ る ので すけ れど 、 よろ しい でし ょ うか 。  

２３ 号 が ３ ０年 度予 算に 計 上と 書い てあ り ます から 、ま ず２ ３ 号

の 体 裁 と い う か ペ ー ジ 数 と か そ う い う が 全 体 ど の く ら い の 予 定

で計 上し て いる かと いう こ とが 一点 。  

二点 目は 、現在 集ま って い る、川根 さん 、岡村 さん 、相 原 会長 さ

んの 総ペ ー ジで 、予 算請 求し た ペー ジ数 の うち どの くら い を占 め

てい るの か とい う２ 点に つ いて お伺 いし た いの です が。  

 

（北 澤係 長 ）今 確認 いた し ます 。  

 

（相 原会 長 ）  

ちょ っと 間 があ りま すね 。 他に は何 かご ざ いま した か。  

判型 を、これ ま での Ｂ５ 判 から Ａ 判 に変 え ると いう こと も あり ま

すね 。  

 

（小 栗館 長 ）  

平成 ２８ 年 度の 第１ 回の 時、そ うい う方 向 で考 えて おり ま すと 予

告さ せた い ただ きま して 、事務 局の 方も そ の予 定で 進め 、来年 度

の予 算化 を する 際に は、基本 的 な体 裁を Ａ ４ 判 とい うこ と にし て

おり ます 。  

 

（北 澤係 長 ）  

来年 度の『 市 史 研究 』の計 上 に 関し てで す が 、資料 の６ ペ ージに

出 て お り ま す 。 見 積 も り を 出 し た 体 裁 に つ い て 載 せ て お り ま す 。 
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今、相原 会 長と 小栗 館長 か ら御 説明 があ り まし たが 、Ａ ４ 判の 縦

２段 組で ６ ０ペ ージ を想 定 して おり ます 。  

現在 提出 さ れて いる 論文 は 、４ ０ペ ージ ほ どに な り ます 。それ に

加え 、小疇 先 生 の巻 頭 と 、で き れば 考古 編 がひ とつ 、そし て 事業

報告 とい う こと で大 体想 定 の ペ ージ にな る かと 思わ れま す 。  

基本 的に は 、電 子デ ータ に 入れ て入 稿す る とい うこ とで 。そし て

予算 作成 の 関係 で、仕様 書で は 年度 内い っ ぱい の 納 入期 限 とな っ

てい ます が 、一 応前 倒し で 実施 して いき た い と 思い ます 。  

イメ ージ と して は、ちょ うど Ａ ４判 の袖 ケ 浦市 史研 究が あ りま し

たの で、 こ ちら の体 裁を 考 えて おり ます 。  

今回 は岡 村 さん のほ うか ら、農 具の 図面 等 をい ろい ろ出 し てい た

だき まし た ので 、そ うい った 図 版類 がで き るだ け見 やす い 形が い

いと 思い ま す。  

 

（相 原会 長 ）  

袖ケ 浦市 史 は、これ は 何 ペ ージ です か。１ ００ なん ペー ジ か あ り

ます ね。 ６ ０ペ ージ とい う こと なら 、も っ と薄 い の です ね 。  

Ａ 判 の紙 面 だと 、 写 真や 図 版が 楽に 入る 。  

 

（下 津谷 委 員）  

袖ケ 浦市 史 は１ ２０ くら い ペー ジが あり ま すか ら、これ の半 分 で

すね 。  

 

（村 田委 員 ）  

これ は私 の 思い 付き で、そん な こと って 思 われ るか もし れ ませ ん

けど 、市史 研 究 に、例 えば 遺 跡 調査 をや り まし たよ ね 。遺 跡 を市

民の かた に 知っ ても らい た いと いう こと が ある 時に 、説 明会 を や

りま すよ ね 。そ うい う説 明 会に 、簡 単な パ ンフ レッ トみ た いな も

のを 配付 し ます よね 。あ れだ け では ちょ っ とわ かり にく い 部分 も

ある から 、あれ をち ょっ と 膨ら ませ て、こ うい うよ うな こ とを や

りま した よ とい うこ とを 市 史研 究で あっ た ら、私は 市民 の 方が 読

ん で く れ て も い い ん じ ゃ な い か と 思 う ん だ け れ ど も い か が で し

ょう か。  
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そ う い っ た も の が 市 史 研 究 に 載 っ て い る の は 見 た こ と が な い の

です けれ ど も、思い 付き で はあ りま すが 、私は そう いっ た もの も

意味 があ る かな あと 思い ま して 。  

 

（小 川委 員 ）  

それ は事 業 報告 の範 疇で 入 れら れる んじ ゃ ない です かね 。  

 

（村 田委 員 ）  

私が 言い た いの は、現地 で 配付 した 資料 プ ラス 、参 加し た 人が あ

んな こと こ んな こと って 質 問し てく ると 思 うの です よ。そう い う

こと を受 け て中 に盛 り込 む と、事業 報告 だ けで はな くて 、今ま で

の も の だ と い つ い つ 何 を や り ま し た と い う の は 分 か る ん だ け ど

もあ とさ っ ぱり わか らな い ので 、あ あこ うい う こと をや っ てい る

のか とわ か ると 市民 には い いか なあ と思 っ て申 し上 げま し た。  

 

（小 川委 員 ）  

事 業 報 告 の 拡 大 版 と い う こ と で 自 由 に で き る の で は な い で し ょ

うか 。  

 

（本 間委 員 ）  

や は り 村 田 委 員 が お っ し ゃ る よ う に 、 市 民 不 在 の も の で は な く 、

そ う い っ た も の を 特 に 盛 り 込 む と い う こ と も 一 理 あ る か な と 思

いま す。  

 

（相 原会 長 ）  

何月 何日 と いう 一 、二 行だ け じゃ なく て 、ち ょ っと ふく らま せ て、

読め ばほ ぼ 内容 がわ かる と いう もの です ね 。  

 

（小 川委 員 ）  

私の 方か ら も思 い付 きと い うこ とで 。  

『 民 具 マ ン ス リ ー 』 と い う 毎 月 出 て い る 専 門 誌 が あ る の で す が 、

「民 具短 信 」と いう 、会の 報 告 とは 別の 、独 立 した ペー ジ がある

ので す。  
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発掘 でも い いし 、新 しい 文 書の 収集 であ る とか 、あ る い は 変わ っ

た民 具と か 、そ うい う形 で 、こ れ２ 年に １ 回に なっ てい る ので す

けれ ども 十 分ペ ージ も取 れ るの では と思 い ます ので 、そ のへ ん を、

今 村 田 先 生 が お っ し ゃ っ た よ う な こ と を 踏 ま え て 構 成 を 考 え た

らど うで し ょう か。  

 

（小 栗館 長 ）  

 先 ほど 北 澤か ら、市指 定の 文 化財 の紹 介 とい った ふう な もの も

入れ たら ど うか 。本 来的 には 市 史研 究と い う 市 史編 さん 事 業報 告

を 入 れて こ なか った とい う 反省 がご ざい ま して 、ま ずそ れは や っ

てい くべ き かと 思い ます 。  

 文 化 財 の 保 護 推 進 事 業 に 関 し て も そ れ を 遮 る も の で は な い と

思い ます し、情 報を 市民 に 公開 して いく と いう 面で はい い と考 え

ます ので 、例え ば何 年度 の 発掘 調査 、村 田 先生 がお っし ゃ った よ

うに 情報 公 開が でき るか な とい うふ うに 考 えま す。 以上 で す。  

 

（北 澤係 長 ）  

や は り 市 民 の 方 に 手 に 取 っ て も ら う 内 容 で と い う 意 見 に は 非 常

に重 要だ と 思っ てお りま す 。  

例え ば松 ヶ 丘街 路灯 は、登 録さ れた 以外 に も街 路灯 が 残 っ てい

ます が、電 球が ＬＥ Ｄに 等 、形 が変 わっ て もま だ 街 中に 残 って い

る も のが あ りま す。そう い った もの を合 わ せて 紹介 して 、歴史 的

に は 新 し く て も 価 値 が あ る も の だ と か を 紹 介 で き れ ば と 思 っ て

おり ます 。  

それ から 遺 跡の 説明 会に 関 して いう と、一 昨年 まで やっ て いま

し た 鰭 ヶ 崎 三 本 松 古 墳 の 調 査 の 経 過 や 市 役 所 の 南 側 の 加 村 台 遺

跡の 調査 成 果に つい て等 、そ う いっ たも の をひ とつ 載せ る こと は

十分 可能 で す 。皆さ んの 御 了解 を得 られ れ ば、取り 組ん で いき た

いと 思い ま す。  

 

（ 小 川委 員 ）  

狭く 考え る と外 れて しま う んで すけ れど も、市 の文 化財 に 指定 さ

れ た 物 件 が 市 民 に 周 知 さ れ て い な い と い う の が 現 状 だ と 思 う の



13 

 

です が、も しそ れが 許さ れ るの であ れば 、市史 研究 の中 に 入れ て

もい いの で は。今度 の街 路 灯も そう なん で すけ れど も、最 近た く

さん 指定 物 件が 増え てい ま すの で、その 辺を 考 慮し てい た だけ れ

ばい いか な と思 いま す。  

 

（北 澤）  

小川 委員 と は、市内 の民 俗 調査 とか 、あ と 流山 本町 界隈 の 建物 調

査等 行っ て いま すが 、そ れ らも なか なか 発 表の 場が ない の で、そ

うい った も のも 少し ずつ 、掲載 可能 とい う こと にな れば 、紹介 が

でき るな と 思い まし た。  

 

（相 原会 長 ）  

 ２ ３号 は ちょ っと 間が 空 きす ぎま した の で 、何年 か前 か らぞ ろ

ぞろ ぞろ と 整理 しな けれ ば なら な い 。本 当は よ くな いの で すけ れ

ども 、そ う いっ たも ので ペ ージ とか 見合 っ たも のに 、ポ イ ント を

絞 っ て 紹 介 し て い た だ け れ ば と 今 の お 話 を 聞 い て い て 思 い ま し

た。  

他に 何か ご ざい ます か。  

無い よう で すの で進 みた い と思 いま す。  

 

（小 栗館 長 ）  

そう した ら 、市 史研 究で す けれ ども 、平 成 ３０ 年度 のは や いう ち

に刊 行で き るよ う準 備を 進 めさ せて いた だ きた いと 思い ま す。委

員の 皆様 に も査 読な ど、いろ い ろな 面で ご 協力 いた だく こ とと 思

われ ます 。 どう ぞよ ろし く お願 いい たし ま す。  

 

（相 原会 長 ）  

つぎ に議 題 ３「 ふる さと 流 山の あゆ み」増 刷に つい て事 務 局か ら

説明 願い ま す。  

（北 澤係 長 ）  

『ふ るさ と 流山 のあ ゆみ 』の 増 刷に つい て 、 説 明い たし ま す 。平

成２ ７年 ３ 月に 刊行 され 、４月 から 一般 向 けに 、約 ５０ ０ 部を ８

８０ 円で 販 売し てお りま す 。  
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平成 ２７ 年 度に ３２ ３冊 、２ ８年 度が ９７ 冊 、２９ 年度 に５ ８ 冊、

これ は関 係 者へ の無 料配 布 分も 含ま れて い ます が、販売 をし て き

てお りま す 。こ れに より 、１ １ 月末 の段 階 で 、 残部 が ６ １ 部とい

うこ とに な り、これ まで の 販売 実績 を考 え ると 来年 度中 に は 在 庫

がな くな る 見込 みと なっ て おり ます 。こ のた め 平成 ３０ 年 度に 第

２ 版 とし て 増刷 を考 えて お りま す。増刷 に 向け てで すが 、本日 別

綴じ でお 配 りし てお りま す、『 ふ るさ と流 山 の歩 み』再 版 正 誤 表で

す。多 くの 委 員 さん がこ の『 ふ るさ と流 山 のあ ゆみ 』の時 の 編集

作 業 の 報 告 等 を お 聞 き に な っ て い る 方 が 多 い と 思 う の で す け れ

ども 、最 終段 階 でか なり 駆 け足 でと りま と めを 行っ た 影 響 もあ り

まし て、発 行後 、誤 字 ・脱 字等 がか なり 発 見さ れて おり ま す。そ

の修 正表 が こち ら で すけ れ ども 、全 部で ２０ ０ か所 以上 あ りま す。

再版 に際 し て、誤字 脱字 の 修正 をし て増 刷 を図 り た いと 考 えて お

りま す 。ま た『 あゆ み 』査 読 の 段階 で内 容 が難 しす ぎる の では な

いか とい う 御意 見 を いた だ いて おり ます 。その 中で 、今 後 の刊 行

計画 で、以 前村 田委 員か ら 発言 があ りま し た 、鎌ヶ 谷の あ ゆみ に

関し て、４回 増 刷 し なが ら 内容 を変 えて き たと いう こと も あり ま

すの で、今 後 は 内容 の改 定 も考 えて いき た いと ころ です 。差し 当

たり 今回 に 関し ては 、文 言 の修 正を した う えで 、約 ２０ ０ 部の 増

刷を 考え て おり ます 。  

 

（本 間委 員 ）  

 今 度の 議 題に 入る とい う こと で 、私 も『ふ るさ と流 山の あ ゆみ 』

を 買 い求 め て 読 んで みま し た。修正 すべ き 箇所 が多 いと い うこ と

です ので 、再 版 の時 に対 応 し た 方が いい だ ろう と思 うの で すけ れ

ども 、中 身 につ いて は歴 史 につ いて よく 書 かれ てお り、 わ かり や

すい と思 い まし た。それ でも 軽 い雰 囲気 を 持っ た方 がい い もの で

あ れ ば そ う い う 方 向 に 訂 正 し て い っ た 方 が い い の だ ろ う と 思 い

ます 。  

 そ して 率 直に 言い ます と、『 ふ るさ と流 山 のあ ゆみ 』とい う タイ

ト ル に は パ ン フ レ ッ ト 的 な 軽 さ を 感 じ ま す 。『 ふ る さ と 流 山 の 歴

史』 でい い ので はな いか と いう 感じ がい た しま す。  
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（小 川委 員 ）  

 今 回は 語 句の 訂正 のみ と いう こと です ね 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 今 後 改 訂 版 を 作 る と し て も ど う 変 え る か を 検 討 し て い か な け

れば なり ま せん ので 、 今 回 は修 正の みと 考 えて おり ます 。  

 

（相 原会 長 ）  

 今 回の ２ ００ 部は 修正 だ けで 、中 身や 構 成を 変え るの は 、も う

少し 時間 を かけ て こ の次 に とい う感 じで す ね。  

 難 しい と いう こと です け れど 、ど うで し ょう か。なん で も 難 し

いん です け れど ね。  

 

（下 津谷 委 員）  

 今 回の ２ ００ 部 に つい て は字 句の 訂正 の みと する と、その 次 に

増刷 する の は何 年か 先に な りま すね 。  

 将 来の 増 刷に 備え 、文 章や 内 容 を もう 少 し や さし い形 に した 方

がい い と 思 いま す。最初 は、中 学生 が読 め るも の に しよ う とい う

こと で始 ま りま した けれ ど も、とこ ろが こ れは 中学 生が 読 める ど

ころ では な い。 高校 生で も まだ どう でし ょ う か 。  

 も う少 し やさ しく 、平 易に 書 き直 して も らう こと が 次 の 段階 で

は必 要だ ろ うと 思い ます 。  

 

（相 原会 長 ）  

 内 容的 に はい かが でし ょ うか 。  

 

（下 津谷 委 員）  

 読 んで み ると 内容 は 非 常 に良 い で す。中世 な どわ かり や すく 書

いて ある の です が、しか し、普 通の 人が 読 むと した ら ち ょ っと 難

しい かな と 思い ます 。  

 そ して 、３ 、４ 年 先と い うこ とに なる な ら 、資料 がど ん どん 増

えて いき ま す。そう いう 資 料も 入 れ たう え でや さし くし な けれ ば

なら ない と いう 点に つい て も考 えて いた だ きた い。考古 資料 は ま
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だ こ れか ら どん どん 増え て いき ます よ。  

 

（村 田委 員 ）  

 来 年の 予 算で は、２０ ０ 部を 、内 容を 変 えず に増 刷す る とお っ

しゃ いま し たね 。今 まで の 実績 を見 ると 、１ 年 目に たく さ ん出 て

いた のは 執 筆者 や関 係者 、関 係 機関 等に 配 布し た数 が入 っ てい る

と思 うの で 、２ 年目 、３年 目 が 売れ た数 か なと 思い ます 。そ う考

える と 、２ ００ 部 で は３ 年 くら いで 終わ っ てし まい ます か ら、３

年後 にど う する かを 今か ら 考え た方 がい い です ね 。  

 ひ とつ は 、今 、下 津谷 委 員が おっ しゃ っ たよ うに 書き 方 をや さ

しく する の がい いと いう こ と。  

 も うひ と つ は 、内 容 の追 加 、訂正 、ある い は こち らは や めて こ

ちら の方 が いい とい うこ と もあ るか もし れ ませ ん 。  

 内 容の 訂 正や 変更 とい う こと も含 めて 今 から 取り 組ん で、次 の

機 会 に は 、 た だ の 増 刷 で は な く 改 訂 版 の 方 が い い と 思 い ま す ね 。 

 

（小 川委 員 ）  

 私 ども も『 ふ るさ と流 山 の あ ゆみ 』に係 わ り まし て 、中 学 生か

ら読 める も のを と 苦 労し た ので すけ れど も、ち ょっ と読 ん でみ ま

すと 、内 容 を詰 め込 みす ぎ て難 しく なっ て いる 。も う少 し 削っ て

もい いの で はな いで しょ う か。そう しな け れば 、や さし く は 書 け

ない ので す よね 。  

 そ れか ら もう １点 、こ ちら に は文 化財 関 係が 載っ てい ま せん か

ら、一 覧表 な りに して 載せ て もい いと 思い ま す 。た だ国 指定 と か、

文化 財の 動 向と かわ かる よ うに 。国 指定 とか 県 指定 とか あ るの を

知ら ない で いる 人も いる の では ない でし ょ うか 。ど の文 化財 が ど

こに ある の か な ど、簡 単 な マッ プで もつ い てい れば 、具 体 的に 歩

い て み よ う と い う 人 も 出 て く る と い っ た ふ う に 繋 が っ て い く の

では ない か と思 いま すね 。  

私も ぜひ 改 訂版 をお 願い し たい と 思 って お りま す、  

 

（岡 村委 員 ）  

 質 問し て よろ しい です か 。  
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 確 か『 博 物館 でタ イム ト リッ プ』とい う 小学 生向 け に 書 かれ た

もの があ っ たか と思 うの で すが 、あ れと は 違う ので しょ う か。  

 

（北 澤係 長 ）  

『博 物館 で タイ ムト リッ プ 』は 、博 物館 の 展示 資料 をベ ー スに 小

学生 向け に わか りや すく と いう 目的 で刊 行 した 学校 教材 で す。  

あと 、増 刷 の数 につ いて ２ ００ 部に した と いう のは 、今 回 の審 議

会 で 出 て い る よ う な ご 意 見 が 出 る だ ろ う と い う 前 提 で 最 低 限 の

数と して ２ ００ 部と いう こ とに して おり ま す。そし て再 版 を販 売

して いる 時 間の 中で 、中 身を ど うい うふ う にし てい けば い いか 考

え検 討し な けれ ばい けな い と考 えて おり ま す。  

 

（相 原会 長 ）  

 読 みや す さ と いう こと を 考え ます と 、こ の 本（『三 人の 殿さ ま』）

は、一橋 大学 の 先生 が 書 い たの だか らず い ぶん 難し そう だ と思 っ

て読 んだ の です が 、本 当に 読 み やす いの で すね 。ま ず 、文章 が 短

い。です ま す調 でや さし く 解説 しな がら 書 いて いる から 、素人 な

りに 難し い こと がよ くわ か る。こう いう 書 き方 もあ るの だ なあ と

思い まし た ね。  

 こ れ は 非 常 に 難 し い こ と な の で す 。 ど こ の 印 刷 物 、 刊 行 物 も 、

どう した ら 皆さ んに わか り やす い か と議 論 しま す け れど も 、で き

あが ると 難 しく なっ てし ま う の です ね。  

 

（岡 村委 員 ）  

 鎌 ヶ谷 の もの を見 ると 字 が大 きい と思 い ます ね。  

 

（相 原会 長 ）  

 そ うで す ね。 流山 は字 を 詰め てい ます ね 。  

 

（小 川委 員 ）  

 市 民向 け とい うの は そ こ だと 思う ので す よ。  

 字 を 詰 め る と い う の は 時 代 的 に 逆 行 し て い る の で は な い で し

ょう か。も っと ビジ ュア ル 的に 、活 字そ の もの もビ ジュ ア ルの ひ    
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とつ とし て 捉え て工 夫す る とよ いと 思い ま す。  

 鎌 ヶ谷 も 思い 切っ て、小さ い 版か ら大 き い版 にし て 成 功 した の

かな と思 い ます 。  

 

（村 田委 員 ）  

 事 務局 の かた は、 学校 の 教科 書を 見て は いか がで しょ う か？  

 失 礼で す が、おそ らく 皆 さん が勉 強さ れ てい た時 の教 科 書と は

まる きり 変 わっ てし まっ て いる ので すよ 。あ あ いう 教科 書 を見 て

育っ てい る 中学 生が 読む な ら、それ に合 わ せな いと 彼ら は なか な

か納 得し て 手に 取っ てく れ ない と思 いま す 。  

 ぜ ひ 、 事 務 局 の か た は 、 小 ・ 中 学 校 の 教 科 書 を 見 て く だ さ い 。

こん なに 綺 麗な のか と思 わ れる と思 いま す。そ して 他の 委 員さ ん

が詰 め過 ぎ だ と おっ しゃ っ たよ うに 、余 白 は 、本当 は 余 白 では な

いの です 。余白 は、今何 か 読ん だり 見た り した もの につ い て考 え

る た めに 必 要な 、と ても 意 味の ある 部分 な ので す 。活字 の 問題 な

ど を 含め て 、ぜ ひ教 科書 を 読ん でみ てく だ さい 。  

 

（相 原委 員 ）  

余白 は何 も ない わけ じゃ な いと いう こと で すね 。  

た く さ ん の ご 意 見 を い た だ き ま し た が 、 今 回 は 修 正 し て 増 刷 で 、

その 先の 話 にな りま すけ れ ども 、ま た次 回、次 々回 あた り に集 中

的に 討議 し て改 訂版 をと 考 えて いま すの で、ど こを 削っ て どこ を

残す 、あ る いは 内容 の補 充 、書 き直 した 置 いう こと を考 え てい く

と。ちょ う ど一 時間 にな り まし たの で、こ のあ たり で次 に 行き た

いと 思い ま すが よろ しい で しょ うか 。  

それ では 、議 題（４ ）今 後の 市 史編 さん 事 業に つい てと い うこ と

です が、 事 務局 の方 から 御 説明 いた だき た いと 思い ます 。  

 

（北 澤係 長 ）  

議題（ ４）に 入り ます 前に 、議 題 ３の まと め とし て、『 ふる さ と

流山 のあ ゆ み』に関 して 、来年 度は 現在 の 誤字 脱字 の部 分 を修 正

し て 最 低 限 の 増 刷 を 図 る と い う こ と で 進 め さ せ て い た だ き ま す 。

そし て、今後 に つい ては 改 訂版 を考 える と いう こと で審 議 継続 と
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いう こと で よろ しく お願 い いた しま す。  

では 、引き 続 き（４ ）今 後の 市 史編 さん 事 業に つい てと い うこ と

で、先ほ ど 相原 会長 から 、おお よそ の御 説 明が あっ たの で すけ れ

ども 、お 配 りし た資 料の ３ 、４ 、５ ペー ジ にな りま す。  

現 在 の 市 史 の 刊 行 物 と し て 出 し た い も の を あ げ さ え て い た だ い

てお りま す 。  

（１ ）が 、古 文 書目 録の 刊 行と いう 、これ は 事 務局 で考 え てい る

案な んで す けれ ども 、受 入 れ資 料、 借用・寄託・受 贈 も 含 めた 中

で、過去 に刊 行 され まし た 目録 や資 料編 に も掲 載さ れて い ない 古

文書 資料 が ８５ 家分 存在 し てお りま す。  

また 、古 文書 目 録に 掲載 さ れて いる 家で す けれ ども その 後 発見 さ

れた 文書 類 が所 在し てい る のが ３８ 家分 存 在し てい ます 。第 一 段

階と して 、未 公開・未掲 載の 部 分の 目録 の刊 行 を考 えて おり ま す。 

こち らの グ レー の本 が、過去 に 刊行 され ま した 流山 市の 史 料目 録

にな りま す 。こ れ以 降、そ の後 に受 入れ や 寄託 を受 けた 資 料に つ

いて は、何を 受 け入 れて い るか とか 表に ま った く出 てい な い の で、

説明 をし た 後に ご覧 頂け た らと 思い ます 。  

（２ ）が 相 原会 長か らあ り まし た、恩田 家 文書 の目 録の 刊 行と

いう こと で す。こち らに 関 して は、恩田 家 の解 読し た資 料 をま と

めて 、資 料編 と して 刊行 で きな いか と御 提 案が ござ いま し た古 文

書目 録が 出 せな いま まの 状 況に あり ます の で、そう いっ た もの を

「広 報な が れや ま」で すと か『 市史 研究 』の 中 で紹 介し て もい い

ので はな い かと いう 御提 案 をい ただ いて お りま す。  

（３ ）資 料 編「 自然 編」の 刊行 とい うこ と で、これ も相 原 会長 か

らの 提案 で ござ いま す 。近 隣 地で は 、近 年 、市 川市 から「 自然 編 」

が刊 行さ れ てい ます 。前 の 机に 置い てい ま すの で、後ほ ど 手に 取

って 見て い ただ けた らと 思 いま す。内容 に つき まし ては 、第１ 章

「 市 川 市 の 地 形 と 気 象 」、 第 ２ 章 「 市 域 の 自 然 の 姿 と そ の 変 遷 」、

第３ 章「 都市 に暮 らす 生き も の」、第４ 章「 残さ れた 自然 と保 全 の

取り 組み 」、第 ５ 章「市 川 市の 動植 物 」と い う内 容で 構成 され て い

ます 。  

市川 市の 市 史に 関し ては 、執 筆 者が 、テー マ 別 に、読 みや す い論

文形 式で 書 かれ てお り、中 を見 てい ただ け れば わか るよ う に、写
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真や 地図 を 多用 して わか り 易い もの を作 成 して おり ます 。  

こう した 中 で、流山 市の 、ＴＸ の開 発に よ って ここ 十数 年 自然 や

地形 がか な り変 わっ てき て いる とい う中 で、流 山の 自然 環 境に つ

いて の資 料 編を 作成 して は どう か い う御 提 案で す。  

資料 編の 刊 行に つい ては 検 討事 項と して 、こ れ らの 提案 の 中で ど

れを 優先 し て刊 行し てい く か、体制 と 刊 行 計画 を検 討し て いき た

いと いう こ とで 、ご 報告 と いた しま す。  

 前 の机 に 、市 川市 と、そ して 鎌ヶ 谷市 の「自 然編 」を 用 意し て

いま すの で、ま あ相 原会 長 が想 定し てい る のは 市川 市の よ うな も

のだ と思 い ます 。イ メー ジ がな けれ ば想 像 しづ らい と思 う ので  

 

（相 原会 長 ）  

市川 のも の が割 合に 新し い です ね。  

 

（ 北 澤係 長 ）  

小川 委員 か ら、年表 の話 も あっ たと 思う の です けれ ども 、別途

あり ます の で後 で合 わせ て 話し ます 。  

 

（相 原会 長 ）  

１０ 分休 憩 を取 りま すの で、資 料を 御覧 に なっ たり して く ださ い。 

 

（ 相 原会 長 ）  

 そ れで は 、今 、資 料 を御 覧 い ただ いて い まし たけ れど も 、今後

どう いう ふ うに 資料 集を 出 すの か。  

 ひ とつ は『 流 山市 史資 料 目録 』（上）・（下 ）と 出 てい ます け れど

もそ れに 足 すこ と、そし て、そ こに 恩田 家 と出 てい ます け れど も

資料 編の 刊 行に つい て。そ して ３番 目に は 、鎌 ヶ谷 と市 川 の自 然

編が 回さ れ まし たけ れど も、そ うい うも の を見 て御 意見 を お願 い

しま す。  

 

（北 澤係 長 ）  

申し 訳ご ざ いま せん 。先 ほ どご 報告 し忘 れ てし まっ たの で すけ

れど も 、流 山 市 では 、平成 ３ ２ 年度 から 長 期計 画、要 は５ か 年計
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画を 策定 す ると いう こと で ３ ０ 年度 、３ １年 度 でそ の計 画 を策 定

する こと に なっ てい ます 。基 本 的に は、そ の新 しい ５か 年 計画 の

中 で 今 回 の 市 史 の 刊 行 事 業 も 立 ち 上 げ る 形 で 進 め て い け れ ば と

考え てお り ます 。  

 

（相 原会 長 ）  

元 号 は 変 わ り ま す け れ ど も ３ ２ 年 度 か ら ５ か 年 と い う こ と で 、

いか が で し ょう か。恩田 家の 解 読済 みの も のと その 他の 解 読済 み

のも のに つ いて 、ち ょっ と係 わ りを 説明 い ただ けま すで し ょう か。 

大ま かで 結 構な んで すけ れ ども 。  

 

（北 澤係 長 ）  

大ま かに 申 し上 げる と、他 家の 文書 につ い ては 解読 が進 ん でい

ない 状況 で ござ いま す。前 回、原田 委員 か ら大 学等 外部 機 関に 委

託し ては と いう 御意 見を い ただ きま した け れど も、全体 の解 読 と

いう こと を 考え ると 、そ うい う こと も進 め てい かな けれ ば いけ な

いな と思 い ます 。  

恩田 家に つ いて も、総点 数 の中 で 解 読が す べて 進ん でい る とい

うわ けで は ない ので 、こ れ に関 して は問 題 が大 きい のか な と。  

それ より も 事務 局の 方で 今 考え てい るの は 、目 録に も載 っ てい な

い 文 書 が 多 数 存 在 す る と い う の は 一 般 の 方 々 に 利 用 し て も ら う

こ と が 全 く な い と い う 状 況 で す か ら そ ち ら の ほ う を ま ず 先 に 進

めて いく の がい いの かな と 思い ます 。  

 

（相 原会 長 ）  

 い ろい ろ なお うち から 資 料を 出し てい た だい たけ れど も、そ の

資料 がど う なっ たか 、う ちの 資 料に は今 手 が付 けら れて い るの か

どう かと 資 料を 出し た人 の 側は 気に なっ て いる わけ です ね。そ れ

に応 えて い かな けれ ばな り ませ ん 。  

 例 えば 、「広 報 なが れや ま 」で 少 しス ペー ス を い ただ いて 、何 々

家の 文書 に こう いう こと が あり ます よと か、あ るい は こ れ から 出

す『 市史 研 究』でも そう い う紹 介を して い く必 要が ある の では な

いで しょ う か 。  
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 そ うし な けれ ば 、善意 で資 料 を出 して お ら れ る方 もや は り不 満

を 抱 え る よ う に な っ て し ま う の で は な い か と い う こ と も 私 達 と

し て は 解 決 し て い か な け れ ば な ら な い の で は な い か と 思 っ て い

ます 。  

 そ うす る と、解読 が進 ん でい ませ んか ら もう 少し 先に な りま す

が、何々 家 文書 のと いう 、３２ 年度 から の ５か 年計 画の 中 で取 り

組ん でい く とか 、そ うい う こと にな りま す かね 。  

 事 務 局 に お 願 い す る こ と に な る わ け で す け れ ど も 、「 広 報 な が

れや ま 」など で もそ うい う 文書 の紹 介と い う欄 を作 って も らっ て、

出 せ な い か 。 こ れ は 広 報 と の 折 衝 も あ る と 思 い ま す け れ ど も ね 、

今月 ３回 出 てい ます けれ ど もそ んな に長 い 文で はな くて 、こ れ を

御覧 にな っ てい るん だな と。そ うい うの で いい と思 うん で すけ れ

ども ね。  

 

（小 川委 員 ）  

 確 認し た いの です けれ ど も、よろ しい で しょ う か 。文 書 等の 寄

贈そ の他 に つい ては 、館 報 では 掲載 して あ りま すよ ね。  

 

（北 澤係 長 ）  

 皆 さん も ご存 じの とお り、博 物館 の中 の 学芸 係と いう 一 係と し

てそ の中 で 文化 財と 博物 館 の行 事と 市史 と 兼務 した 状態 で す。  

毎年 博物 館 の年 報を 出し て いま すが 、そ の中 で 受贈 資料 に 関し て

は出 てい ま すが 、寄 託や 借 用の 史料 に つ い ては 出て いま せ ん（ １

２４ ：３ ３ ）  

受け 入れ た もの は総 数で 何 点と 出し てい ま すが 、具 体的 な 中 身 に

関し ては ま った く掲 載さ れ てい ない 状態 で す。  

 

（小 川委 員 ）  

文 書 の 解 読 も ま と め て 一 冊 に す る と い う の も な か な か 時 間 が か

か り ま す の で 、 解 読 中 に 、 特 筆 す べ き 内 容 が あ る よ う な 文 書 は 、

『市 史研 究 』に 資料 紹介 で もい いで すか ら 、そ うい うも の も入 れ

たら 、少 し 皆さ んに 知っ て いた だけ るの で はな いか 。そ う いう 方

法 も 今 後 は 考 え て い か な け れ ば な ら な い の で は な い で し ょ う か 。 
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（小 栗館 長 ）  

小 川 委 員 の お 話 、 ま さ に 市 史 編 さ ん の あ る べ き 姿 か と 思 い ま す 。

こ う い っ た こ と が 後 の 市 史 の 構 成 に 繋 が っ て い く こ と と 思 い ま

す。 あり が とう ござ いま す 。  

 

（相 原会 長 ）  

その 次（３ ）に なり ます け れど も、や はり 重 い 課題 なん で すけ れ

ども いか が でし ょう か。  

 

（小 川委 員 ）  

ぜ ひ 、 何 し ろ こ ん な に 流 山 が ま っ た く 変 わ っ て き て い ま す の で 、

せめ て植 物 くら いは 、調査 団 を 組み 、地区 割 り をし て 、 一 番 変化

し て い る と こ ろ か ら や っ て い か な い と と い う 気 持 ち で い っ ぱ い

です 。私 ら 委員 の務 めで も ある んで すけ れ ども 、こ れは ぜ ひお 願

いい たし た いと 思い ます 。  

 

（相 原会 長 ）  

スタ ッフ を どう する か、内 容を どう する か とい うこ とで す ね。な

かな か難 し いの です が。  

 

（下 津谷 委 員）  

スタ ッフ を 集め るの はあ る 程度 でき ると し ても 、ス タッ フを ま と

める 人、中 心と なる 人、こ れを どな たか に お願 いし なけ れ ばな ら

ない と思 い ます 。あ る程 度 意思 疎通 がで き る人 、そ うい う 人か ら

選ん でも ら わな いと 、そ のへ ん のと ころ を 事務 局で 努力 し ても ら

わな けれ ば なら ない けれ ど も、これ はど う して も時 間が か かる 仕

事に なり ま すよ ね。  

もし 短期 間 でま とめ よう と すれ ば、隣の もの し りに 頼め ば でき る

だ ろ う と 思 い ま す 。 も の し り と い う 言 い 方 は お か し い け れ ど も 、

学問 的云 々 じゃ なく て。けれ ど もう 少し 学 問的 にし っか り した 成

果に しよ う とす れば 、そ れは も う少 し考 え てい ただ かな け れば だ

めで すね 。  
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（小 川委 員 ）  

出来 れば こ の地 域を よく 知 って いる 人で す ね。それ が第 一 条件 で

すね 、地 理 感覚 とか 。  

 

（相 原会 長 ）  

中心 にな る 方を 選ん でい た だく と 。そし て個 別 の研 究を し てい く

人た ちを 配 置し てい くと 。そう いう ふう に でき れば 。ま ず そこ か

ら 進 めな け れば いけ ませ ん ね。  

さっ きそ ち らで 見て いた ら、『 銚 子の 自然 』と いう 本が あり ま した 。

見ま した ら 、地形・地質・植物・動 植物 など が 書か れて いま し た。  

 

（小 川委 員 ）  

 事 務局 と して は、植物 編等 自 然編 を刊 行 した いと 考え て いる ん

でし ょう か 。  

 

（小 栗館 長 ）  

 不 十分 な カテ ゴリ ーと し て植 物・自 然・動 物な どが 挙げ ら れる 。

また T X の開 発 によ って 失 われ たも のを ど のよ うに 把握 し てい く

のか 。N P O さ と やま 等の 協 力が 得ら れれ ば 、進 め られ る可 能 性も

ある 。  

 ど のカ テ ゴリ ーで 進め て 行く にし ても 、ス タ ッフ をま と めて い

ける かが 一 番の 課題 であ る 。  

 

（本 間委 員 ）  

 自 宅の 周 りの 森が どん ど ん失 われ てい く 中で 、小 動物 など も 姿

が見 えな く なっ てい った 。お お たか の研 究 家等 専門 家の 方 々の 協

力を 得て 調 べて いく 必要 が ある と思 う。  

 

（小 栗館 長 ）  

 専 門家 の 方を 探し てい く 必要 があ る。  

 

（小 川委 員 ）  
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植 物 で し た ら 市 川 市 史 に も 携 わ っ た 理 科 大 の 朽 木 先 生 が い ま す 。 

頼め ば、 O K して くれ ると 思 う。  

 

（小 栗館 長 ）  

理科 大の 先 生や 文化 財審 議 委員 の鎧 先生 も 考慮 して いき た い。  

 

（小 川会 長 ）  

おお たか の 守る 会も 考慮 し てい った ほう が 良い と思 う。  

植物 関係 か ら取 り掛 かる の がよ いと 思う 。  

 

（下 津谷 委 員）  

 自 然編 で 大上 段構 える よ り、協力 でき る 先生 がい ると こ ろか ら

始め るの が 良い と思 う。  

 

（小 栗館 長 ）  

 カ テゴ リ ーを 分け て、でき る とこ ろか ら 進め て行 くと い う事 で

すね 。  

 

（本 間委 員 ）  

 ホ タル も ホタ ルを 見る 会 も活 動し てい る 。  

（小 川委 員 ）  

 野 田で も 自然 で見 れる のは 1 ヶ所 であ る 。  

（堀 部委 員 ）  

 基 本的 に 時間 もか かる も ので ある 。２ ．３ 年 は調 査に か かる と

思う 。そ の ため には 、ま ず きち っと した 組 織を 固め る必 要 があ

る。それ か らど こか ら取 り 掛か るか が大 切 であ る。核に な る先

生か ら色 々 な情 報を 出し て いた だき 、そ こ から 関連 する 先 生な

ど も 紹 介 し て い た だ く こ と で 幅 が 広 が っ て い く の で は な い か 。 

 

（相 原会 長 ）  

 調 査を 進 めて 行く には 調 査費 も必 要で あ る。  

 大 学は 、 文系 ・理 系と も 研究 費が 減少 し てい る。 その 中 で  

 低 額が 請 け負 う先 生は い ない と思 う。  
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（ 小 川委 員 ）  

 そ れは な いと 思う 。日 当と 交 通費 が支 給 され たい とだ れ も受 け

ない と思 う 。執 筆料 は別 で 。  

  

（小 栗館 長 ）  

 こ れら の 計画 は、次期 の市 の 長期 計画 で 位置 付け てい か なけ れ

ばな らな い 。  

 計 画に 従 って 予算 の裏 付 けも とっ てお く 必要 があ る。  

  

（小 川委 員 ）  

 調 査の 道 具（ カメ ラ・パ ソコ ン等 ）が 必 要で ある 。そ の あた り

も考 慮し て いた だき たい 。  

 最 低は ３ 年間 見込 んで い かな けれ ばな ら ない 。  

 

（相 原会 長 ）  

  他に 意 見は あり ます で しょ うか 。  

 無 いよ う でし たら 、議 題 （５ ）そ の他 は 何か かり ます か 。  

 

（小 栗館 長 ）  

 議 題 ４ に 関 し て は 次 回 ま で に 整 理 し て 体 制 や 刊 行 計 画 に つ い

て具 体的 な 形に し て いき た い。  

 

（相 原会 長 ）   

 審 議会 の なか でど れを 最 初に 進め て行 く か、方針 を定 め てい っ

て欲 しい 。  

 

（村 田委 員 ）  

 進 め方 な どに つい て他 市 の情 報を 集め て、検 討を 行っ て 流山 と

して どう 進 めて 行く かを 聞 きに 行く べき で ある 。  

 事 務局 の 腹案 をし っか り と決 めて ほし い 。  

 

（小 栗館 長 ）  

 市 川に は 自然 博物 館が あ り、市民 団体 も 多い 。こ れら を 参考 に
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した い。 他 市の 情報 収集 に 取り 組ん でい き たい 。  

 

（原 田委 員 ）  

 今 後の 方 針と して 、１ の 文書 目録 の刊 行 が最 優先 と思 う 。自 然

編は 将来 的 には 必要 であ る と思 うが 、時 間 がか かる 、予 算 がか

か る も の で あ る 。 多 く の 市 民 の 理 解 を 持 っ て も ら う た め に は 、

で き れ ば 小 中 学 生 に も 理 解 で き る も の を 作 っ て い く べ き で あ

る。  

 

（相 原会 長 ）  

 他 にな に かあ りま すか 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 市 史の 方 向性 につ いて は、今 日の 議論 を 踏ま えて 検討 し てい き

ます 。  

 現 在 展 示 室 で 千 葉 県 教 育 振 興 財 団 が 主 催 の 「 常 磐 道 の 遺 跡 展 」

の紹 介を い たし ます 。  

 房 総の 郷 土芸 能の 紹介  

 千 葉県 北 西部 文化 財発 表 会の 紹介  

 

（相 原会 長 ）  

 無 いよ う でし たら 、こ れ で審 議会 を終 了 した いと 思い ま す。  

長時 間の 議 論お 疲れ 様で し た。  

 

（玉 ノ井 次 長）  

長時 間の 議 論お 疲れ 様で し た。  

広報 に関 し て報 告さ せて い ただ きま す。広報 で 掲載 され る 方法 に  

つい ては 担 当課 と調 整し て いく 必要 があ り ます 。  

 

 


